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─岐阜県─
わが会の活動わが会の活動

岐阜県中小企業組合士協会

　岐阜県中小企業組合士協会は、昭和５２年４月２２日に
設立し、今年度で創立４０周年を迎えました。本協会は、
会員３９名（組合従事者１１名、組合等ＯＢ６名、商工中金
５名、中央会職員１７名）で構成されています。主な事業
としては、教育指導事業として会員の資質の向上を図る
ことを目的とした「研修会の開催（年２回）」や近隣県の
先進的な取り組みをしている組合や企業を視察する「先
進事例視察研修事業」を実施しています。
　ここで、昨年度（平成２８年度）実施した特徴的な事業
として３つほど紹介したいと思います。
　まず１つ目は、「岐阜県中央会　専務理事とのガヤガ
ヤ会議」です。これは、新たに着任された中央会専務理
事と組合士協会の会員とが意見交換する場として１０年
ほど前から実施しております。当日は、会員より所属組合
の現状や中央会への要望等貴重な意見が出され、活発
に意見交換がされました。
　２つ目として、隣県である「愛知県中小企業組合士会
との合同研修会」を初めて開催いたしました。これは本
協会から愛知県中小企業組合士会に呼びかけて実現し
たもので、当日は約２０名の参加を得て、航空自衛隊岐
阜基地やかかみがはら航空宇宙科学博物館の見学、懇
談会を通じて、相互の交流を深めることができました。懇
談会では、「組合士協会が抱える課題と今後の役割につ
いて」をテーマに行われ、「事業がマンネリ化している。
会員数の減少が課題である。」などの意見があり、共通
の課題を認識することができました。なお、この合同研

修会については、今後も継続して実施していくこととな
っております。
　３つ目として、岐阜県中央会主催で県内中小企業組合
の事務局代表者が集まり、「組織や事業運営上の課題」
について懇談する「組合事務局代表者懇談会」に、当協
会も過去３回共催し、グループ討議での進行役や組合士
制度のＰＲを当協会の役員が行うなどして積極的に参画
しました。
　当協会では上記事業を中心に活動しておりますが、会
員の減少や会員の高齢化等が課題となっております。今
後、いかに会員（特に組合従事者）を増やしていくのかが
重要となってきます。その会員を増やす一環として、今
年度は岐阜県中央会が年６回発行する機関誌に、３名の
役員が３回に分けてそれぞれの立場から組合士制度の
紹介や組合士資格を取得してのメリット等について寄稿
する機会をいただきました。より多くの方に少しでも組
合士のことを知っていただければと思っています。
　このように、岐阜県中央会と連携を図りながら組合士
の存在意義を高めることに努めております。また、岐阜
県中央会からは、当協会の活動に理解いただき、昨年度
より助成金を受け当協会の事業活動に有効に活用させ
ていただいております。
　今後も、中小企業組合士制度の啓蒙及び加入促進を
図り、積極的に事業を推進することで当協会の運営基盤
の強化に努めて参りたいと考えております。

「愛知県中小企業組合士会との合同研修会」　
航空自衛隊岐阜基地での様子　

「組合事務局代表者懇談会（岐阜県中央会との共催）」
司会を務める市原会長
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第69回中小企業団体全国大会が開催されました
～「中小企業組合士制度の積極的な振興策を講じること」と決議～

　去る10月26日、「キッセイ文化ホール」（長野県松本市）にお
いて『団結は力　見せよう組合の底力！～地方創生は連携によ
る地域力アップと強力な発信～』をキャッチフレーズに、第69
回中小企業団体全国大会」が開催されました。大会は、春日英
廣長野県中央会会長が議長に、渡邉隆夫京都府中央会会長、
平栄三千葉県中央会会長がそれぞれ副議長に選任されて議
事が進行し、「実感ある景気回復と中小企業の生産性向上」、
「事業承継の抜本的な見直し」など地域を支える中小企業の持
続的な発展を実現するため、中小企業対策の拡充に関する16
項目を決議しました。今年も、昨年に引き続き「中小企業組合
士の積極的な活用」が盛り込まれました。背景として「現在、中
小企業組合は共同事業の円滑な運営に加え、組合法等に基づ
くガバナンスの強化が求められている。中小企業組合士は中小
企業組合運営のエキスパートであるとともに、その専門性を活
かして組合員間の活発な交流・連携の推進、産学官連携・組合

員間連携など様々なコーディネーション活動をリードしていく
重要な人材である。かかる中小企業組合士の社会的地位と資
質の向上を図るため、中小企業組合士の自己研鑽と情報交流
の場に対する支援を強化するとともに中小企業組合士の積極
的な活用を進める必要がある。」と掲げられました。
　また、長野県中小企業組合士協会は、組合士制度をより多く
の方に知ってもらうためのブースを設置し、組合士制度の案内
をはじめ、当連合会で作成したパンフレットや機関誌「全国組
合士だより」の配布を行うなど積極的なPRに努めました。当連
合会黒川会長、鈴木副会長も駆けつけ、長野県中小企業組合
士協会関会長、朝間副会長、岡澤副会長、柿崎副理事長、中村
理事と共に活気ある広報宣伝活動を実施したところ、ブースは
多くの方で賑わい、全国中小企業団体中央会大村会長も激励
に訪れてくださいました。

　全国５会場で256名がスキルアップ研修を受講しました。認定更新年度以外にも、毎年受講している方々もいらっしゃいます。スキ
ルアップ研修は、組合士としての力を見つめなおし、飛躍させるだけでなく、地域の仲間との交流の場としても、好評を博しています。
来年度も、皆さんの積極的な受講をお待ちしております！

　参加者からは「組合運営のヒントになった」「会員企業にも是非紹介したい」「現状の問題に、まさに直結したテーマだった」「組合
の活性化事例は参考になった」などの声が寄せられ、満足度の高い研修となりました。

平成２９年度　スキルアップ研修実施のご報告平成２９年度　スキルアップ研修実施のご報告

第一部 株式会社ミライフ 代表取締役 佐藤 雄佑氏より「経営戦略としての性格のいい会社の作り方」として、ボス（上司）
のあり方について、働きがいのある多様な職場環境整備の重要性、実際のイクボスの事例など中小企業にとって

最大のテーマである人材確保、育成についての具体的な事例満載の講習を行っていただきました。

第三部 Ｍ＆Ｋコンサルタンツ株式会社企画開発部 部長 杉 貴之氏より「発想の転換とは？組合活性化のポイント」とし
て、協同組合等の団体がおかれている状況や、組合事務局強化の重要性についての解説、実際の組合活性化事

例を紹介していただきました。

第二部 「中小企業が知っておかなければならない法改正への対応」として、各会場担当の弁護士より、改正民法及び個
人情報保護法の説明と、企業が対応するべき事項や注意点についての解説が行われました。


